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and Nyamete［1996］、Garenne and Joseph［2002］）。2010～20 年は、アフリカ連合（AU）により「ア
フリカ女性の 10 年」と位置づけられ、女性の地位や権利にあらためて注目が集まるとともに、児
童婚や強制結婚といった結婚の形態を問題視する動きが強化されている。 
























                                                        
1 The Children Act, Chapter 141. Revised Edition 2010 (2007). 
(http://www.unesco.org/education/edurights/media/docs/f587bfa8b9536d479977207b897df7a3223f57ed.pdf, 2015年 12月
10 日アクセス) 
2 The 2009 Kenya Population and Housing Census VOLUME I A Population Distribution by Administrative Units. 
(http://www.knbs.or.ke, 2016 年 1 月 31 日アクセス) 
ケニア・サンブル女性の結婚をめぐる主体性の創出過程 
 




























































































令組が組織された 1976年に 18才未満かつクロロ年令組がモランを引退して長老になった 1990年
に 18 才以上の女性、すなわち未婚期の恋愛の相手がクロロ年令組であった女性、グループ②はモ
ーリ年令組が組織された 1990 年に 18 才未満かつモーリ年令組がモランを引退して長老になった
2005 年に 18 才以上の女性（恋愛の相手がモーリ年令組）、グループ③はキシャミ年令組が組織さ







（注）※1 1976 年に 18 才未満、1990 年に 18 才以上、恋愛の相手がクロロ年令組 
※2 1990 年に 18 才未満、2005 年に 18 才以上、恋愛の相手がモーリ年令組 









                                                        
3 中村［2016］には「スルメレイ」の増加傾向について学校教育の普及や未婚期の妊娠との関係からより詳しく記
述しているので、参照されたい。 
グループ①（※1） グループ②（※2） グループ③（※3） 合計
(N=43) (N=63) (N=41) (N=147)
（人） （人） （人） （人）
結婚前に割礼を受けている（スルメレイ） 12 27.9% 37 58.7% 34 82.9% 83 56.5%
就学経験をもつ 2 4.7% 18 28.6% 17 41.5% 37 25.2%
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域で 2012 年時点で 26～40 才だった 63 人の女性（表のグループ②のモーリ年令組がモランの時代




以降では、未婚の母となったスルメレイの結婚を 3 つの事例から検討する。 
 
                                                        
6 本研究の調査地においてビーズの恋人をもつモランの割合は、キマニキ年令組（1948～1960 年にモラン）の男
性では 85.7％（N＝21）、キチリ年令組（1960～1976 年にモラン）の男性では 72.3％（N＝47）、クロロ年令組（1976
～1990 年にモラン）の男性では 30.4％（N＝46）、モーリ年令組（1990～2005 年にモラン）の男性では 18.6％（N
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（2）スルメレイの出産――「いつでも、誰の子供でも」―― 



















































もちかけた。この「視察」の結果、B さんはその男性のことがとても気に入り、彼が B さんに「連
れ去り婚」をしかけるように、兄嫁の母を通じてそれとなく伝えた。男性も B さんを気に入って
いたため、すぐに B さんのところにやってきた。B さんは一度だけしぶって見せたが、男性が再
び懇願にやってきたので今度は承諾し、ある夜に子供を連れてこっそりと家を出て、男性の居住
地へとめでたく「連れ去られる」ことに成功した。 
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